
研究データガバナンス構築に向けた
ルール・ガイドラインの整備

－ルール・ガイドライン整備チーム活動・計画報告－
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活動報告の内容

•ルール・ガイドライン整備チームの活動・計画
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1 チームの活動⽬的と推進計画

研究データガバナンスの構築

機械可読データの標準化

スタートアップ⽀援事業の推進

まとめと今後（波及に向けた取組）
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学術機関の研究データ管理（RDM）

4研究の安全性かつ効率が向上し，⼤学の研究⼒が⾼まる仕組み
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研究データエコシステム構築事業
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あああルール策定
基準作り

展開・普及
推進⽀援

https://www.nii.ac.jp/creded/project.html



研究データ管理スタートアップ⽀援事業

6https://www.nii.ac.jp/creded/start-up.html



ルール・ガイドライン整備チーム︓実施項⽬
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データ
ガバナンス
の構築

データポリシー
・ガイドライン

管理・公開・利活⽤ガイドライン
ガイドラインの普及と全国展開

ガバナンス機能
（システム、DMP）

DMPハンドブック
RDM基盤へのDMP基準の導⼊

機械可読
データ
の標準化

研究データ公開
（リポジトリ）

機関リポジトリへのデータ登録⼿順
研究データ公開ガイドライン

メタデータ作成
（汎⽤/分野別）

PIDユースケースの調査
分野から汎⽤へのメタデータ変換

スタート
アップ
の⽀援

コンソーシアム形成
（⼤学連携の体制）

研究データエコ東海コンソーシアム
コンソーシアム連携と持続性

RDM推進の⽀援
（⽀援チームの派遣）

ポリシー・ガイドライン策定⽀援
オープンアクセス実施⽀援



チーム推進体制（令和７年度）
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展開

共同実施機関

展開

中核機関共同実施機関 共同実施機関

連絡会

メタデータ 教材ユースケース ガバナンス

研究戦略・社会連携分科会
分科会⻑︓研究担当副総⻑

学術データ基盤整備部会
主査︓情報担当副総⻑

附属図書館
電⼦リソースグループ

研究安全管理課 医学部
メディカルITセンター

学術・産連本部
リスク管理部⾨

学術データ基盤整備ワーキンググループ

研究データエコシステム構築事業
ルール・ガイドライン

整備チーム
機械可読

データ標準化
データ

ガバナンス

データ
リスク

データ
評価

情報連携推進本部

IR戦略室

個⼈情報
保護

研究
公正

（協⼒）
宇宙地球環境

研究所

（協⼒）
コアファシリティ

運営室

研究事業課
データ
計画 教育企画課

教材
展開

スタートアップ⽀援

（協⼒）
糖鎖⽣命コア

研究所
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研究データポリシーの策定の現状
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国内⼤学の研究データポリシー（⼀覧）より
AXIES-JPCOAR 研究データ連絡会

https://sites.google.com/view/axies-jpcoar/
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データポリシーを策定・公開した⼤学（2020/3〜2025/6）

132 校

データエコ事業
スタート

第6期科学技術・
イノベーション
基本計画

2025年までに
ポリシー策定率 100 %



研究データポリシー︓NEXT 

• ポリシー策定、DMP作成、即時OAへの対応は、オープンサイ
エンスに向けての初めの⼀歩に過ぎません。（中略）模索を始
めた⼤学の事例から、学びましょう︕

11



データポリシー からガイドライン へ

12

•データポリシー策定と展開の戦略

ポリシー・
ガイドラインの関係

1. データポリシーは「基本的な考え⽅」を提⽰
2. ポリシーに基づき， “研究データ取扱いガイドライン” を策定
3. 研究者によるガイドライン遂⾏を⽀援する業務⼿順書を整備

基本⽅針
（考え⽅）
実施指針
（研究者向け）
業務⼿順
（⽀援者向け）

ポリシー

ガイドライン
ポリシー
の深化

マニュアル



研究データ取扱いガイドライン
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•名古屋⼤学研究データ管理・公開・利活⽤ガイドライン
• 学内規程，ポリシー，要項等の網羅的調査と集約
• 研究データ管理責任者（≒ PI ）の役割と責任
• 研究サイクル（準備→実施→整理）に沿った項⽬

1. ガイドラインの位置付けと適⽤範囲
2. 研究の準備
•研究代表者の役割 /データ管理計画 DMP/

3. 研究の実施
•研究データの保管 /ストレージ，個⼈情報/
•研究データの共有 /セキュリティ/

4. 研究成果の整理
•研究データの保存 /研究公正/
•研究データの公開 /機関リポジトリ/
•研究データの利活⽤ /知的財産/

5．参考情報



研究データ管理・公開・利活⽤ガイドライン
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•名古屋⼤学RDMサイトで公開

https://rdm.nagoya-u.ac.jp/html/research-data-guidelines-open/



ガイドライン FAQ
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•⽣成AI による Q&A ⾃動⽣成

https://rdm.nagoya-u.ac.jp/html/guidlines-faq/



⽣成AIチャットボット

16

•AIが答える研究データ管理

https://slp.itc.nagoya-u.ac.jp/e-science

１．FD，セミナー

２．ガイドライン

３．⽀援体制

４．教材，⼈材育成

５．フィードバック



ポリシー・ガイドラインの普及

•ガイドラインの学内展開（⼈材育成チームと協⼒）

•データ管理・公開・利活⽤ガイドライン
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1. ガイドラインの位置付け
2. 研究の準備

データ管理責任者の役割 /DMP/
3. 研究の実施

研究データの保管 /ストレージ，個⼈情報/
研究データの共有 /データセキュリティ/

4. 研究成果の整理
研究データの保存 /研究公正，10年保存/
研究データの公開 /機関リポジトリ/
研究データの利活⽤ /知的財産，教員DB/

データ管理教材
ガイドラインに対応した教材作成

名古屋⼤学の⼤学院講義での活⽤を試⾏



活動報告の内容

•ルール・ガイドライン整備チームの活動・計画
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1 チームの活動⽬的と推進計画

研究データガバナンスの構築

機械可読データの標準化

スタートアップ⽀援事業の推進

まとめと今後（波及に向けた取組）
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機関リポジトリでの研究データの公開のために

•研究成果のオープンアクセス対応に向けて

• （⽀援者向け）オープンアクセス業務⼿順書の整備と展開
• （研究者向け）研究データ公開ガイドラインの策定と展開 19

https://www.nul.nagoya-u.ac.jp/oap/os/rdata.html



分野別から汎⽤へのメタデータ変換の可能性

•メタデータの相互運⽤性の実現に向けて

• シンプルかつ共通性の⾼い対応で分野横断可能性
• ⽣態学系 EML → DataCite マッピングを実現 20

⼈⽂学系メタデータ

⽣命学系メタデータ

:

分野別メタデータ

DataCite

汎⽤メタデータ

Dublin Core

JPCOAR

︓

汎⽤メタデータ間
の互換性

• 要素間マッピング調査
 必須要素
 推奨要素
 任意要素
• 分野別メタデータ間の

共通性分析

分野別メタデータとDataCiteの互換性



国際動向に準拠したメタデータ

• 研究データに関わる
国際的な永続識別⼦（PID）の利⽤可能性

→  各要素をPIDに紐づけて管理・流通させるユースケース収集
新たな要素へのDOI付番を試⾏

21

データ
DOI, …

論⽂
DOI, …

研究者
ORCID, …

学術機関
ROR, …

関連資料
DOI, …

実験機器
DOI, …

http://hdl.handle.net/2237/0002011546

研究データの関連要素に PID を付番
• PID に紐づく属性をメタデータに付与
• PID を介して研究データの関係の共有



ルール・ガイドライン整備の事例形成

データポリシー・ガイドラインの整備と運⽤の事例を蓄積
雑誌「情報の科学と技術」（情報科学技術協会の⽉刊誌に毎号掲載）

→ 雑誌への連載を継続し冊⼦化して学術機関に配布

講演内容を元に寄稿

• ⼤学における取り組みの共有と展開（AXIES RDM部会と連携）

⼤学ICT推進協議会 https://axies.jp/

研究データマネジメント部会
https://rdm.axies.jp/sig/24/
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コンソーシアムの構成

2424

•会員機関︓ 37 機関/部署（2025.09現在）

公⽴⼤ 16 ％ ，私⽴⼤ 43 ％

短期⼤学 3 校



コンソーシアム活動（１）︓推進⽀援
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•チーム派遣による推進⽀援

1. ルール・ガイドライン策定⽀援
• ⽀援チームが策定過程を伴⾛
設⽴以来︓19 機関

2. 講師派遣
• 会員機関が主催するFDなど講演会に講師を派遣
設⽴以来︓10 機関

3. 構成員の実態調査・分析⽀援
• AXIES 雛形を⽤いた学内アンケートの実施・分析⽀援
設⽴以来︓ 6 機関

⼈材・成果の
共有



コンソーシアム活動（２）︓セミナー開催
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（まとめ）波及効果につながる取組み

1. 研究データガバナンスの構築
• 研究データ取扱いガイドラインの策定

（研究データ管理・公開・利活⽤ガイドライン）
• ガイドラインの普及と展開

（ポリシー検討WG）（NIIオープンフォーラム2025)
• セミナー等での講演内容を事例報告として寄稿

（AXIES RDM部会との連携）

2. 機械可読データの標準化
• 分野別から汎⽤メタデータへの変換（EML → DataCite）
• 国際的な永続識別⼦ PID の利⽤可能性

3. ⼤学間連携体制の整備
• 「研究データエコシステム東海コンソーシアム」の運営

（第9回東海コンソーシアムセミナー開催）
• 地域コンソーシアム間連携への展開

（AXIES2025 年次⼤会研究データマネジメント部会企画）
28



ルール・ガイドライン整備チームの推進⽅針
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• 利⽤者（研究者，⽀援者）のリアルな課題にフォーカス
• 実際の運⽤（機関や部署）からのフィードバック
• 研究分野の共通性や国際的な潮流を意識

研究者⽀援者

研究者の
⽀援

機械可読データの標準化
[メタデータ，永続識別⼦（PID）]

研究データガバナンス構築
[ポリシー，ガイドライン]

研究データの
⽣成・活⽤

教材
公開事例業務⼿順

公開ガイドライン

DMPハンドブック


